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８
月
11
日
の
大
雨
に

お
け
る
被
害
状
況
は
。

　
　
　
床
下
浸
水
２
件
、
市

道
冠
水
５
件
、
市
道
法
面
・

路
肩
崩
落
７
件
、
農
地
25
件
、

農
業
用
施
設
15
件
等
の
被
害

が
あ
っ
た
。

　
　
　
今
回
の
災
害
は
激
甚

災
害
に
指
定
さ
れ
た
が
、
農

地
災
害
の
場
合
の
補
助
率
の

増
加
は
。

　
　
　
　
　
　
農
地
の
場
合

50
％
が
70
％
か
ら
90
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
が
限
度
額
が

設
け
て
あ
る
。
補
助
対
象
額

が
限
度
額
な
の
で
、
限
度
額 酒 井 光 則 議員 

議
員

議
員

を
超
え
た
部
分
に
つ
い
て
の

地
元
負
担
金
の
軽
減
に
は
な

ら
な
い
。

　
　
　
今
回
の
大
雨
で
も
避

難
所
が
開
設
さ
れ
た
が
食
料

品
等
の
備
蓄
状
況
は
。

　
　
　
　
　
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ

イ
製
法
な
ど
に
よ
る
食
料
品

約
３
万
１
千
食
分
、
２
ℓ
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
約
６
千
本
、
そ

の
他
資
機
材
と
し
て
発
電
機

24
台
、
投
光
器
26
基
、
ポ
ッ

プ
ア
ッ
プ
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

１
千
張
り
、
仮
設
ト
イ
レ
70

基
、
扇
風
機
25
台
な
ど
を
備

え
て
い
る
。

　
　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

見
直
し
の
予
定
は
。

　
　
　
　
　
今
年
度
新
た
な

更
新
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
本
市
の
農
業
用
た
め

池
の
数
は
。

　
　
　
　
　
　
４
６
３
か
所

あ
り
、
そ
の
内
80
か
所
が
防

災
重
点
農
業
用
た
め
池
。

　
　
　
管
理
責
任
は
。

　
　
　
　
　
　
法
律
に
よ
り
、

管
理
者
は
農
業
用
た
め
池
の

機
能
が
充
分
に
発
揮
さ
れ
る

よ
う
適
正
な
管
理
に
努
め
る

も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
防
災
重
点
た
め
池
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
関
係
自
治
会

へ
配
布
し
て
い
る
。

　
　
　
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
お
お
む
ね
順
調
で
、

令
和
８
年
の
秋
か
ら
冬
に
か

け
て
の
供
用
開
始
を
目
指
し

て
い
る
。

　
　
　
約
２
，２
０
０
万
円

の
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
理
由
は
。
ま
た
全
体

の
事
業
費
に
対
す
る
影
響
は

な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
長
崎
県
や
県
警

と
協
議
し
国
道
交
差
点
や
安

全
施
設
、
歩
道
等
の
関
係
工

事
費
が
増
額
と
な
っ
た
。な
お

全
体
の
総
事
業
費
に
つ
い
て
は

特
段
大
き
な
変
動
は
な
い
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

総
務
部
長

総
務
部
長

教
育
次
長

陸上自衛隊水陸機動
団の誘致についての
考えは

大
雨
に
お
け
る
被
害
状

況
に
つ
い
て

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

農
林
水
産
部
長

農
林
水
産
部
長

農
林
水
産
部
長

質問の様子を
動画で見よう

農
林
水
産
部
長

国家防衛の観
点から国が判断する
ものと理解している。

市長

黒 岩 英 雄 議員 
　
　
　
15
年
後
、
半
島
で
の

公
立
高
校
の
維
持
が
難
し
く

な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

地
理
的
要
因
、
地
域
的
事
情

を
考
慮
し
口
之
津
中
、
加
津

佐
中
、
口
加
高
校
を
一
緒
に

し
中
高
一
貫
校
に
し
て
は
。

　
　
　
人
口
が
減
少
し
、
将

来
の
出
生
数
で
危
機
感
を
感

じ
、
教
育
環
境
を
深
刻
に
考

え
て
お
り
、
小
中
学
校
の
在

り
方
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
統
廃
合
す
る
場
合

に
は
義
務
教
育
学
校
（
小
中

一
貫
校
）
や
小
中
高
一
貫
教

育
な
ど
様
々
な
可
能
性
を
排

除
す
る
こ
と
な
く
幅
広
く
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　
市
内
か
ら
高
校
が
な

く
な
る
と
い
よ
い
よ
若
者
は

市
外
に
流
出
し
、
人
口
減
少

対
策
が
悪
循
環
と
な
る
。
市

内
に
は
口
加
高
校
と
翔
南
高

校
と
い
う
、
地
域
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
２
校

が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
存
続

は
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
活
性

化
や
市
の
将
来
に
と
っ
て
も

不
可
欠
。
も
し
高
校
が
な
く

な
る
と
教
育
の
選
択
肢
が
減

り
、
人
口
流
出
や
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
に
つ
な
が

る
。
そ
の
た
め
県
が
策
定
す

る
大
綱
に
つ
い
て
は
、
県
だ

け
で
な
く
市
や
市
民
も
協
力

し
、
協
議
を
重
ね
策
定
す
る

必
要
が
あ
る
。
高
校
の
存
続

の
た
め
に
は
、
中
高
一
貫

（
口
之
津
中
・
加
津
佐
中
・

口
加
高
校
）
教
育
の
導
入
や

地
域
資
源
を
活
用
し
た
魅
力

的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

あ
っ
た
取
組
を
し
て
い
く
べ

き
。
そ
れ
に
よ
り
子
供
た
ち

が
地
域
内
で
質
の
高
い
教
育

を
受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
先
ほ
ど
か
ら
口
加

高
校
、
口
之
津
中
、
加
津
佐

中
を
結
び
つ
け
る
よ
う
な
話

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な

考
え
方
は
非
常
に
意
味
の
あ

る
こ
と
と
思
う
。

口加高校存続のため、口之
津中・加津佐中・口加高校
を一緒にして中高一貫校を
進めるべきだ

そのような考
え方は意味のあること
と思う。

教育長

市
長

市
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

質問の様子を
動画で見よう

た
め
池
の
管
理
に
つ
い
て

口
加
高
校
存
続
に
つ
い
て

議
員

議
員

令和４年度～令和６年度生まれの人数（R7.5.1現在・住基調べ）
生 年 月 日

R4 .4 . 2～R5 .4 . 1

R5 . 4 . 2～R6 .4 . 1

R6 . 4 . 2～R7 .4 . 1

合　　計

口之津町 加津佐町 計

19 16 35

15 18 33

14 13 27

48 47 95


